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西部ジャワでの調査地は,現地 Padjadjaran大学歯学邸および Handung 中 央病院口腔外
科に滞在中の東京女子医科大学Lj港外科学教室今井忠治博士によって斑状歯様変化が見出され
ている地区を選んだ｡すなわち侮抜約 650m の盆地にある 13andung市から北方のジャワ海の
方向 40-50km に散在する村々,海抜約 250m の SagalaherangJIJ●および Dajeuhkolot村,
海抜約350mのSerangpandjang村およびTjiater村である｡これらを総称して Sagalaherang
地区とする (Fig.2)｡このうち Tjiater付近には, ごくゆるやかに噴煙をあげ続けている海抜
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64 7 44 11
9 7 2 0
12 5 7 5





94 43(45.9) 14 8 15 4 0























examine｡ withMT (%) +
75(100.0) 0
IncidenceofMT





















































調査 した飲料水源の所在は Fig.3,4,5の地図上に*印および数字で示 したもので,そのフ















流水の平均値を, それぞれの 代表値として取り扱 った｡ 以上の結果をまとめたのが Table6
である｡
d) ジャワ島内非検診地区における飲料水中フッ素合有嵐
参考までに分析 した Djakarta市および Bandung市の上水道水,Surabaja近郊 Prigen簡
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kind markonmap& name depth(m) (ppm)
Cen tralJava



















































kind markonmap& name wetseason dryseason
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美濃口ほか :熱帯地域における歯牙フッ素症発症餅に関する研究
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(1) 西部ジャワ調査地区,Sagalaherang における CFI
採取 した飲料水を,その雨季乾季の平均フッ素濃度の等 しい水源別に集めて当該する飲料水
を飲用 して生まれ育った者の内,検診出来た学童数,その内の斑状歯所有者数,その程度級別
罷患者数から Dean16)の定めた方法に従い CFIを算定 した｡Table15はその結果である｡
CFlは 0.0-2.50まで分散が大きく,フッ素濃度 0･10ppm 以下でも CFI0.6を越える地区
があって, 飲料水中フッ素濃度を CFIの間に一定の関係を見出し難かったが, Tjiaterでは
フッ素濃度 0･24ppm と比較的高 く CFIも0.96と他の地域に比 して高い値を示 した｡
(2) 中部ジャワ調査地区,Pakem における CFI










water PH Ca Mg Fe Mn SO4 CI As Cu J F
Bantal Wel 7.3 38.9 78.8 0.0 0.0 600 950 0.0 0.0 0.0 0.0













sourceofwater F in ppm


























-o:tedriT,kin-g, ecxhaiLdirneend -Ll:哲 号
0.03 44 23 (52.3)
0.04 159 66 (41.3)
0.05 52 16 (30.8)
47 25 (53.2)
0.06 45 18 (40.0)
0.07 42 19 (45.3)
94 41 (45.9)
0.08 63 29 (46.3)
0.09 4 0 (0.0)
0.13 2 2 (100.0)
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1 2 3 4
0 14 29 21
(21.9) (45.3) (32.8)
0 0 4 7
(36.4) (63.6)
0 14 33 28
(18.7) (44.0) (37.3)
correspondinglytoDean'sclassification,asfolow;





































































































郡分もあるが,0･1ppm 以下の極めて低濃度でも CFIO･6以上の場合があり, さらにフッ素
濃度 0.1ppm の階程に集計 してみると,Table19に示すごとく,0･2ppm 以下のフッ素濃度
ではほぼ等 しく0.5の楠が得られた｡ しかしいずれにしてもかかる低濃度において, I)ean16･23'
らの言 う borderlint､(CFIO.6-0･4)に属 していることになる(Fig.8)0
Table18の下段 2着は,東部 Javaの Bantal村の結果で,被検学童75名全員に重症斑状
歯が見られたもので,飲料水 申 フッ素濃度が平均 2･53ppm で,CFI3119と算定出来る高度の
歯牙フッ素地帯であった｡





















+ 1 2 3 4
203 89(43.8) 46 5 31 7 0
349 156(44.7) 65 28 42 15 0



























の Gettysburgのフッ素濃度 2･4ppm 飲用児童での CFIl･0や,同じくMilerのフッ素濃
度 2･2ppm の飲料水飲用児童における CFIの0.83などの歯牙フッ素症発症状況と比較して
もはるかに高く,稀に見る高い歯牙フッ素症発症指数であって,同じくDean24'による Iowa
州 Ankenyにおける飲料水フッ素濃度 8･Oppm の CFI2･67や,Texas州 Postの 5･7ppm,
CFI3･30に匹敵する価である.換言すれば,平均気温80oF地域の飲料水フッ素濃度2･5ppm





い Iowa州 Desmojnesにおける観測29'によると年間平均気温は 10.8oC(51.2oF)であり,
Post,Lubbockに近い Texas州 Midlandの年間平均気温は 17･8oC(64･OoF)で, 同じく
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Fig･g ComparisonofFluorineContentofDrinkingWaterand Severity ofDentalFluorosis
地区における飲料水中フッ素含有量を異にする地の CFIを二つの直線にまとめた研究や, さ
らに Galagan および Vermillion4'の子供の飲料水消費と気温の関係の検討からの至適フッ
素濃度算定式の 誘導などが発表され, この様な基礎的研究の上に,著者の一人美濃口は先の
Galagan ら3'の年間平均気温 50oF,70oF の両地区にだけ通ずる2本の傾向線から, その直
線の交差点のフッ素濃度 0･4ppm 以下,CFIO.162 以下では歯牙フッ素症の発現を認めず,
この 2直線のなす交角の中に,この交差点を通って引かれ得る直線は,50oF と 70oF の間に
ある平均年間気温の傾向線であるという仮説をたて,CFI と年間平均気温から飲料水の至適
フッ素濃度を算定する考えを確立 した｡11'
しかし70oF あるいは 50oF の年間平均気温の地域に関しては理論的算定の枠外にあり,悼
に 70oF 以上ではその許容範囲が極めて狭少であって,熱帯地区の実地調査研究の必要かつ重
要性が指摘され,一連の調査研究が実施されるに至ったのであるoしかし先の調査研究結果14'
は,年間平均気温 70oF の台湾,高雄付近では,水中フッ素含有量と CFI は相関するが,理
論値とは一致せず,タイ,南インドでは水中フッ素量と CFI の相関性は認められない結果を
得た｡























































2) Javaは年間平均気温 27oC(80oF)で,西部 Javaでは Bandung近郊 Sagalaherang
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